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お
ば
あ
ち
ゃ
ん　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
ね
。
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　８月26日（火）国見生涯学習センター「みんなんかん」
において国東市ボランティア連絡協議会主催の『国見地区
災害ボランティア組織編制住民会議』を開催しました。
　会議では、万が一の災害発生に備えての災害ボランティ
アの必要性や活動内容等について説明し、参加していただ
いた方々に災害ボランティアへの登録をお願いしました。
　今後、災害支援活動のための活動班（輸送班、土木建築
班、看護介護班、情報通信班、給食班、心のケア班）を組
織し、具体的な支援方法について協議していきます。

自分たちの地域は自分たちの手で！

敬老の日お便り事業

見守り訪問活動とは・・・
　私たちの生活のまわりを見渡すと、少子高齢化や核家族化
の進行により、一人暮らし高齢者や高齢者世帯、子育て中の
親、また障がいを持たれた方など、一時的に何らかの手助け
が必要と思われる方が増えています。
　そこで、さまざまな生活課題を抱えた人たちが、地域の中
で孤立することなく安心して生活できるように、日々関わり
をもつ周囲の人たちが、日常生活の延長上で見守りや声かけ
を行う住民同士の見守り活動のことです。

　

今
年
も
国
東
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
敬
老
の
日
に
市
内
小
学

生
か
ら
祖
父
母
や
地
域
の
高
齢
者

の
方
々
に
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

長
生
き
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

に
」
と
、
日
頃
か
ら
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
葉
書
を
贈
る
『
敬

老
の
日
お
便
り
事
業
』
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
千
五
百
通
を
超
え
る
温

か
い
お
便
り
が
届
け
ら
れ
、
葉
書

を
受
け
取
っ
た
方
か
ら
は
、「
葉

書
を
も
ら
い
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
便
り
事
業
に
ご
協
力
し
て
く

れ
た
市
内
小
学
生
の
皆
さ
ん
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支えあい　みんなで広げる　地域の輪
支えあうまちづくり事業
モデル地区で　　　　　　
見守り訪問活動スタート! ！
モデル地区 鬼　籠　地区（国見町）　　原　　地区（国東町）
 吉　広　地区（武蔵町）　下山口　地区（安岐町）

見守り訪問活動の様子
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国
見
支
所

国
東
支
所

　

僧
清
虚
供
養
盆
踊
り

　

八
月
二
十
一
日
（
木
）、毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
国
見
町
僧
清
虚
顕
彰
会
の
供
養
盆
踊

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

供
養
祭
を
十
七
時
よ
り
町
内
権
現
崎
キ
ャ

ン
プ
場
の
清
虚
像
前
で
門
司
僧
清
虚
顕
彰
会

及
び
国
見
町
僧
清
虚
顕
彰
会
で
行
い
ま
し
た
。

　

供
養
後
、
国
見
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
場

所
を
移
し
て
十
八
時
よ
り
両
顕
彰
会
の
合
同

交
流
会
、
二
十
時
よ
り
セ
ン
タ
ー
前
の
駐
車

場
で
約
六
百
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大

に
盆
踊
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
か
き
氷
や

わ
た
が
し
が
無
料
に
て
参
加
者
に
振
舞
わ
れ

る
な
ど
夏
の
夜
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

国
見
児
童
館　

「
楽
し
い
夏
の
キ
ャ
ン
プ
」

　

八
月
一
日
（
金
）
〜
二
日
（
土
）
に
か
け

て
、
国
見
児
童
館
で
は
夏
の
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
し
、
今
年
は
湯
布
院
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
近
く
の
沢
で
生
物
観

察
等
を
し
、
夕
食
で
は
恒
例
の
カ
レ
ー
を
み

ん
な
で
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。
夕
食
後
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
場

の
方
に
よ
る
影
絵
人
形
劇
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
大
満
足
で
し
た
。

　

夏
真
っ
盛
り
の
中
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
っ
て
参
加
し
た
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
思
い
出
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

国
東
児
童
館　

人
形
劇
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

　

七
月
二
十
三
日
（
水
）
国
東
児
童
館
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
て
い
た

人
形
劇
団
「
の
の
は
な
」
に
よ
る
人
形
劇
「
あ

か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
を
上
演
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
く
に
さ
き

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
の
み
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
な
ど
、
百
二
十
名
を
超
え
る
方
々
が
集

ま
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
人
形
劇
を
観
ま
し
た
。

　

悪
い
狼
と
戦
う
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
の
熱
心
な
応
援
を
受
け
、
最
後

に
見
事
狼
を
こ
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
児
童
館
で
は
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
お
持
ち

し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
福
祉
体
験
教
室　

七
月
二
十
三
日
（
水
）
国
東
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
富
来
小
学
校
児
童
二
十
四
名
を

対
象
に
青
少
年
福
祉
体
験
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

青
少
年
体
験
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
疑
似
体
験
を
は
じ
め
、
車

イ
ス
や
歩
行
器
等
の
福
祉
機
器
の
体
験
、
ま

た
、
施
設
利
用
者
や
職
員
と
の
交
流
を
通
し

て
「
福
祉
」
に
つ
い
て
少
し
で
も
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
な
か
な

か
で
き
な
い
体
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
熱

心
に
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
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武
蔵
支
所

安
岐
支
所

　

く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
の
は
な　

夏
祭
り
週
間

　

八
月
十
一
日
（
月
）
〜
十
五
日
（
金
）

の
期
間
、
く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
の

は
な
で
、
毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
ピ
カ
ピ
カ
の
お
神

輿
入
場
で
盛
大
に
お
祭
り
が
始
ま
り
、
太

鼓
の
音
頭
に
あ
わ
せ
て
利
用
者
の
方
も
黄

色
や
赤
色
の
う
ち
わ
を
片
手
に
一
緒
に
盆

踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
頃
か

ら
ず
っ
と
踊
っ
て
き
た
盆
踊
り
を
、
今
年

も
こ
う
し
て
元
気
よ
く
踊
る
こ
と
が
で
き

て
感
無
量
」
と
の
声
も
あ
が
り
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い　
　

「
ち
ぎ
り
絵
教
室
」

　

九
月
十
六
日
（
火
）
武
蔵
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
集
い
を
開
催
し
、
武
蔵
町
内
よ

り
三
十
八
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
で
は
、
和
紙
を
上
手
に

張
り
合
わ
せ
作
る
ち
ぎ
り
絵
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
和
紙
な
ら
で
は
の
紙
質
で
描

か
れ
た
椿
の
花
は
、
思
わ
ず
押
し
花
か

と
思
う
く
ら
い
す
ば
ら
し
い
作
品
に
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

福
祉
ゾ
ー
ン
ま
つ
り
・
安
岐
児
童
館
ま
つ
り

　

八
月
二
十
日
（
水
）
安
岐
町
福
祉
ゾ
ー

ン
に
お
い
て
福
祉
ゾ
ー
ン
ま
つ
り
・
安
岐

児
童
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
五
百
名
を
超
え
る
方
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
太
鼓
の
音
頭
に
あ
わ
せ

て
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
施
設
や
団
体
等
に
よ
る
様
々

な
出
店
も
賑
わ
い
、

と
て
も
楽
し
い
お

ま
つ
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ　

七
夕
ま
つ
り
交
流
会

　

七
月
四
日
（
金
）
く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
で
、
安
岐
中
央
保
育
園

児
二
十
二
名
と
の
七
夕
ま
つ
り
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

園
児
た
ち
手
作
り
の
七
夕
飾
り
を
い
た

だ
き
、
利
用
者
の
方
は
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
み
ん
な
で
七
夕
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

と
っ
て
も
楽
し
い
交
流
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

安
岐
中
央
保
育
園
の
み
な
さ
ん
来
年

も
是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！
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日時：平成20年11月18日（火）9:30【開会】
場所：みんなんかん（国見）　
主催：国東市社会福祉協議会　　　
内容：福祉に貢献された方々を表彰
　　　　　　記念講演
　　　　　　福祉活動発表　　等

　今年度も10月１日（水）～ 12月31日（水）の期間、全国一斉で「地域の福祉、みんなで参加」をスロー
ガンに赤い羽根共同募金運動が行われます。今年も共同募金運動に皆様の変わらぬご理解とご協力を
お願い致します。皆様からお寄せいただいた募金は、国東市社会福祉協議会で取り組んでいる「だれ
もが住み慣れた地域でこれからも安心して暮らすことができるように、お互いが助け合える地域づく
り」を目指す『支えあうまちづくり事業』や国東市内の小学生、中学生、高校生等のボランティア育
成など、国東市がよりよいまちになるためのさまざまな地域福祉事業に使われます。

今年もみなさまの
ご協力をお願いします!!

平成20年度　赤い羽根共同募金運動

第２回　国東市福祉のつどい　開催

～誰もが安心して心豊かに暮らせる地域づくりを目指して～

　 お問合せ先
　　国東市社会福祉協議会
　　TEL　0978-68-1976

　『みんなでささえあうあったかい地域づくり』をスローガン
に今年も歳末たすけあいチャリティーショーを開催します。
　つきましては、チャリティーショーに出演いただける方（個
人・団体）を募集しています。ご多忙中とは存じますが、ぜひ
ご協力くださいますようお願いします。出演希望者は、恐れい
りますが11月14日（金）までに下記へお問合せ下さい

開催日時：平成20年12月7日（日）13：00～
場　　所：みんなんかん（国見）　
主　　催：国東市社会福祉協議会
内　　容：寸劇、舞踊、カラオケ、その他出し物など
お問合せ先　　国東市社会福祉協議会　TEL　0978-68-1976

出演基準
寸　劇 10～ 15分 舞　踊 １曲

カラオケ ２コーラス その他（手品等） 10分

出演者大募集
チャリティーショー

平成20年
度 歳末たすけあい
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●
香
典
返
し
寄
付

　

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
々

か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

善
意
の
お
礼

７月１日～
９月30日
受付分

◆
国
見
町

嶋　

田　

博　

昭　

様（
故　

義
人　

様
）

◆
国
見
町

田　

邉　

ミ
ヨ
子　

様（
故　

久
生　

様
）

◆
国
見
町

大　

塩　

照　

明　

様（
故　

高
尚　

様
）

◆
国
見
町

江　

田　

三
千
代　

様（
故　

中
西
剛
様
）

◆
国
見
町

江　

原　

昭　

信　

様（
故　

ス
ヱ　

様
）

◆
国
見
町

古　

河　

義　

隆　

様（
故　

一
利　

様
）

◆
国
見
町

矢　

部　

陽　

子　

様（
故　

俊
光　

様
）

◆
国
見
町

梶　

原　

律　

雄　

様（
故　

義
範　

様
）

◆
国
見
町

藪　

野　

フ
ミ
子　

様（
故　

忠
重　

様
）

◆
国
見
町

井　

上　

利　

夫　

様（
故　

ト
キ
子
様
）

◆
国
見
町

小　

西　

作　

男　

様（
故　

ト
シ
子
様
）

◆
国
見
町

栗　

林　

勝　

也　

様（
故　

悦
子　

様
）

◆
国
見
町

久
保
田　

清　

一　

様（
故　

仲
男　

様
）

◆
国
見
町

田　

川　

義　

明　

様（
故　

宏
一　

様
） 

◆
国
見
町

大　

末　
　
　

隆　

様（
故　

シ
ズ
ヱ
様
）

◆
国
見
町

上　

園　

正　

夫　

様（
故　

シ
マ
コ
様
）

◆
国
見
町

田　

辺　

行　

子　

様（
故　

米
隆　

様
）

 

◆
国
東
町
三　

成　

洋　

一　

様（
故　

ハ
ズ
ヱ
様
）

◆
国
東
町

河　

野　

須
美
枝　

様（
故　

文
一　

様
）

◆
国
東
町

金　

村　

明　

彦　

様（
故　

和
明　

様
）

◆
国
東
町

後　

藤　
　
　

敬　

様（
故　

美
佐
代
様
）

◆
国
東
町

朝　

山　

俊　

明　

様（
故　

輝
久　

様
）

◆
国
東
町

谷　

本　

直　

人　

様（
故　

義
親　

様
）

◆
国
東
町

田　

上　

隆　

夫　

様（
故　

秀
則　

様
）

◆
国
東
町

一　

丸　

安　

人　

様（
故
財
前
野
利
子
様
）

◆
国
東
町

富　

松　

敏　

司　

様（
故　

ト
シ
コ
様
）

◆
国
東
町

参　
　
　

弥　

生　

様（
故　

幸
雄　

様
）

◆
国
東
町

石　

垣　

幸
太
郎　

様（
故　

ツ
ヤ
子
様
）

◆
国
東
町

大　

谷　
　
　

巌　

様（
故　

セ
ツ
コ
様
）

◆
国
東
町

溝　

部　

幸　

治　

様（
故　

中
島
智
様
）

◆
国
東
町

小　

川　

正　

彦　

様（
故　

ユ
リ
ヱ
様
）

◆
国
東
町

吉　

武　
　
　

馨　

様（
故　

晃　
　

様
）

◆
国
東
町

青　

木　

秀　

博　

様（
故　

義
登　

様
）

◆
国
東
町

鶴　

田　

秀　

子　

様（
故　

裕
美　

様
）

◆
武
蔵
町

前　

田　

博　

見　

様（
故　

ミ
ド
リ
様
）

◆
武
蔵
町

厚　

田　

武　

徳　

様（
故　

ク
ラ　

様
）

◆
武
蔵
町

繁　

友　

英　

信　

様（
故　

佐
村
睦
様
）

◆
武
蔵
町

徳　

丸　

忠　

敬　

様（
故　

ヨ
リ
子
様
）

◆
武
蔵
町

清　

末　

英　

司　

様（
故　

康
幸　

様
）

◆
武
蔵
町

髙　

根　

幸　

一　

様（
故　

ハ
ツ
ヨ
様
）

◆
武
蔵
町

奥　

田　

愛　

子　

様（
故　

義
彦　

様
）

◆
安
岐
町

祐　

成　

勝　

之　

様（
故　

博
士　

様
）

◆
安
岐
町

宮　

﨑　

幸　

治　

様（
故　

ハ
ナ
子
様
）

◆
安
岐
町

今　

冨　

智
恵
子　

様（
故　

髙
次　

様
）

◆
安
岐
町

足　

立　

フ
サ
ヱ　

様（
故　

ス
ヱ
ノ
様
）

◆
安
岐
町

田　

尾　

博　

行　

様（
故　

脩
一　

様
）

◆
安
岐
町

別　

所　

嘉　

治　

様（
故　

や
く　

様
）

◆
安
岐
町

清　

原　

忠　

己　

様（
故　

シ
ゲ
コ
様
）

◆
安
岐
町

橋　

岡　

俊　

信　

様（
故　

ヒ
ロ
カ
様
）

◆
安
岐
町

笠　

置　
　
　

剛　

様（
故　

淳　
　

様
）

◆
安
岐
町

松　

原　

悦　

子　

様（
故　

雄
治　

様
）

◆
安
岐
町

栗　

林　

洋　

子　

様（
故　

敬
治　

様
）

◆
安
岐
町

斎　

藤　
　
　

暁　

様（
故　

幸
夫　

様
）

◆
安
岐
町

今　

富　

秀　

憲　

様（
故　

一
次　

様
）

◆
安
岐
町

田　

辺　

宏　

愛　

様（
故　

髙　
　

様
）

◆
安
岐
町

𠮷　

岡　

正　

巳　

様（
故　

サ
ツ
キ
様
）

◆
安
岐
町

高　

橋　

信　

介　

様（
故　

一
十
士
様
）

◆
安
岐
町

谷　

林　

富　

充　

様（
故　

千
恵
子
様
）

◆
安
岐
町

小　

川　

弘　

一　

様（
故　

昌
子　

様
）

◆
安
岐
町

藤　

原　

数　

真　

様（
故　

俊
数　

様
）

◆
安
岐
町

小
山
田　
　
　

正　

様（
故　

冨
子　

様
）

◆
安
岐
町

青　

山　

孝　

一　

様（
故　

鐵
男　

様
）

◆
安
岐
町

丸　

尾　

民　

子　

様（
故　

榮
二　

様
）

◆
安
岐
町

水　

口　

信　

子　

様（
故　

チ
ズ
エ
様
）

◆
安
岐
町

浅　

野　

和　

美　

様（
故　

豊　
　

様
）

◆
別
府
市

手　

島　
　
　

充　

様（
故　

ト
キ
ヱ
様
）

◆
大
分
市

岩　

本　

正　

臣　

様（
故　

雪
生　

様
）

◆
埼
玉
県

園　

田　

哲　

広　

様（
故　

政
種　

様
）

◆
神
奈
川
県

畴　

津　

和　

俊　

様（
故　

ユ
キ
ヱ
様
） 　

●
一
般
寄
付

◆
国
見
町

石
甲
斐　

ア
ヤ
子　

様

◆
国
東
町
東
国
東
地
域
デ
ザ
イ
ン
会
議

　

会　

長　

林　
　

浩
昭

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
に
し
ネ
ッ
ト
21

　

理
事
長　

松
吉　

鈴
美 　

様

　

様

◆
国
東
町

郷　

司　
　
　

直　

様

◆
安
岐
町

田　

原　

靖　

通　

様

◆
東
京
都

㈱
無
我
ワ
ー
ル
ド

　

プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ　

様

　

●
物
品
寄
付

◆
国
東
町

安　

達　
　
　

勝　

様　

　
　
　

電
動
ベ
ッ
ド　
　
　

一
台

◆
安
岐
町

大
分
キ
ヤ
ノ
ン
㈱　

様

　
　
　

う
ち
わ　

五
百
四
十
五
枚

編
集
後
記　

 

だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。　

秋
と
い
え
ば
サ
ン
マ
。

サ
ン
マ
は
ホ
ン
ト
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
も
っ
と
お
い
し
く
食
べ
る
に
は
、
ハ
ケ

を
使
い
酢
を
塗
っ
て
焼
く
と
定
食
屋
さ
ん
の
よ
う
に
こ
ん
が
り
と
美
味
し
く
出
来

上
が
り
ま
す
よ
。　

お
試
し
あ
れ
。。。 

（
Ｔ
Ｍ
）

東国東地域デザイン会議　
　会　長 　林　　 浩昭　様
ＮＰＯ法人えにしネット21
　理事長 　松吉　 鈴美　様

より『チャリティー 松前ひ
ろ子 国東半島カラオケ大会』
益金のご寄付をいただきまし
た。


